


令和５年度の消費生活相談の傾向

　令和５年度の相談件数は1,327件で、対前年度比4.4%の減少でした。前年度と同様、通信販売に関する相談が
最も多く、特に定期購入に関する相談が寄せられました。
　契約当事者年代別割合を見ると、70歳代の方からの相談が最も多くありました。高齢者の方からの相談割合は
依然として高く、ご本人が注意することももちろんですが、ご家族や周囲の方々による見守りが重要と考えます。
　さらに、令和４年４月から成年年齢が20歳から18歳に引き下げられたことによる若年層を中心とした消費者トラ
ブルにも注意が必要です。
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商品・役務分類別相談件数（上位10位）
順位 商品・役務分類

教養娯楽品
教養･娯楽サービス
他の役務
保健衛生品
商品一般
運輸･通信サービス
レンタル･リース･貸借
保健･福祉サービス
食料品
被服品
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主な項目

健康器具･携帯電話･電子タバコ･新聞
出会い系サイト･アダルトサイト･海外OTA･スポーツジム
不用品回収･パソコンセキュリティ･家事サービス･占いサイト
化粧品･美容液
架空請求･迷惑メール
携帯電話サービス･光回線･宅配サービス
賃貸アパート･Wi-Fiルーター
脱毛やエステなどの美容や医療サービス･害虫等駆除サービス
健康食品･海産物
アクセサリー･衣類･靴

販売購入形態別相談件数（直近５年度分） 契約当事者年代別割合
（無回答を除く）
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　西東京市消費者センターでは、契約トラブルや悪質商法等の消費生活に関するさまざまな

問題や疑問について、専門の資格を有する相談員が問題解決のお手伝いやアドバイスを行っ

ています。この冊子は、令和５年度中に実際にあった相談をもとに、市民の皆様の参考となるよ

う作成したものです。

　市では、地方消費者行政強化交付金等を活用し、消費生活相談の拡充や消費生活に関す

る情報提供等、さまざまな取組を行ってまいりました。今後も、市民の皆様が安心して暮らせる

よう、消費者被害の未然・拡大防止のため、消費者行政の充実に取り組んでまいります。

市長あいさつ
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「ガスの点検に回っている」と作業服を着た男性が来訪。無料とのことだったので見てもらったところ、
「給湯器をすぐに交換しないと危ない。お風呂に入れなくなる」と言われ、慌ててしまった。50万円の
見積もりを見せられ契約したが、高額だし工事はまだなので解約したい。

「すぐに交換しないと危ない」と不安をあおる点検商法「すぐに交換しないと危ない」と不安をあおる点検商法
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突然訪問してきた業者と契約した場合は訪問販売に該当し、クーリング・オフ制度の対象となり
ます。契約日から８日以内に書面などで通知することで無条件解除できます。

よくある相談

パソコン画面に『ウイルスに感染』と表示が出て動かなくなった。大手ＯＳ会社のマークとサポート窓
口の電話番号が表示されたので、信用して架電すると、「５万円のサポート契約が必要」と言われ、コ
ンビニで電子マネーを購入し、その番号を伝えた。

パソコンに偽の警告画面！サポート詐欺に注意

これはサポート詐欺と呼ばれ、パソコン使用中に突然警告画面が出たり、警告音が鳴りだしたり
します。電話をするとパソコンの画面共有を指示される場合もあります。支払いはプリペイド型
電子マネーを購入し番号を入力するよう言われますが、入力しても「間違っている」と再購入を
求めてきて、数十万円の被害になった事例もあります。絶対に電話しないでください。

インターネット広告を見てサプリメントをお試し価格で注文。商品到着後、「２回目の商品を発送する」
とメールが届いた。広告には『回数縛り無し』とあったので定期購入とは思わなかった。２回目からは高
額となっており、解約したい。

お試しで注文したつもりが定期購入に……

インターネットの注文画面を確認すると『回数縛り無し』と示されていましたが、『解約は次回発
送日の10日前までに連絡すること』との記載がありました。小さな字で書かれていたため見落と
した可能性があり、業者と交渉し、初回の商品を定価で購入することで合意となりました。

　　　　　　点検商法は、無料や安価な点検後に不安をあおり、高額な契約を結ばせる商法です。突然訪問し、給湯器や屋
根などの点検を勧められても、安易に応じないようにしましょう。また、工事を勧められてもその場で契約せず、家族や周囲の
人に相談し、別の専門家の意見も聞くなどして慎重に考えましょう。

　　　　　通信販売は消費生活相談の中で一番相談が多い販売方法です。業者が示した条件にしたがって契約することとな
るため、注文前に『契約期間や回数』『支払総額』『解約条件』などについて、しっかりと確認しましょう。

　　　　　　警告画面を消すには、キーボードの『Ctrl』『Alt』『Delete』を同時に押して『タスクマネージャー』を起動し、
問題のアプリを強制終了させましょう。
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こんな事例に
　要注意！！








